






まとめ 

1)マイクロサージｪリーによる卵管形成術についてのアンケート調査によれば,必要性を認

める者(関心を持っている者も含)は 100%であり,年間 6 例以上の卵管性不妊症患者を抱え

る施設が 80%におよぶにもかかわらず,実施施設は 51.2%であった。このことは腹腔鏡実施

可能の施設が 41.3%であり,更に婦人科専用の手術用顕微鏡を保有している施設が僅か

19.1%であることに起因していると思われた。 

2)卵管形成術の適応を決定する際に子宮卵管造影法のみでは腹腔鏡との所見の不一致が

40%近くあるため不完全である。また腹腔鏡のみでは高度癒着のための診断不能例が存在す

るので両検査法の実施が不可決である。 

3)子宮卵管造影に使用される造影剤は油性でも水性でもラット腹腔内注入法による実験で

は腹腔内癒着は生じなかった。 


